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先
生

略
歴

一
九
五
八
年
二
月
二
六
日
生
ま
れ

一
九
八
二
年
三
月
二
七
日

東
京
大
学
法
学
部
第
一
類
（
私
法
コ
ー
ス
）
卒
業

一
九
八
三
年
三
月
二
八
日

東
京
大
学
法
学
部
第
三
類
（
政
治
コ
ー
ス
）
卒
業

一
九
八
五
年
三
月
二
九
日

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
（
法
学
修
士
）

一
九
八
七
年
五
月

法
学
修
士
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
）

一
九
九
二
年
三
月
三
一
日

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学

一
九
九
四
年
二
月

博
士
（
法
学
）（
東
京
大
学
）

一
九
九
四
年
四
月
一
日

千
葉
大
学
助
教
授
法
経
学
部

二
〇
〇
一
年
四
月
一
日

千
葉
大
学
教
授
法
経
学
部

二
〇
〇
四
年
四
月
一
日

千
葉
大
学
教
授
大
学
院
専
門
法
務
研
究
科
に
配
置
換

二
〇
一
七
年
四
月
一
日

千
葉
大
学
教
授
大
学
院
社
会
科
学
研
究
院
に
配
置
換

二
〇
二
一
年
四
月
一
日

国
立
大
学
法
人
千
葉
大
学
理
事

二
〇
二
三
年
三
月
三
一
日

定
年
に
よ
り
退
職
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金
原
恭
子
先
生

主
要
著
作
目
録

Ⅰ

著
書

（
共
編
著
）

「
宗
教
と
憲
法
」（
単
著
）『
ア
メ
リ
カ
文
化
事
典
』「
第
四
章

法

と
秩
序
」（
共
編
）、
丸
善
出
版
、
平
成
三
〇
年
一
月

（
共
同
監
訳
）

『
民
主
制
の
不
満：

公
共
哲
学
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
（
上
）』（
マ
イ

ケ
ル
・
Ｊ
・
サ
ン
デ
ル
著
）
勁
草
書
房
、
平
成
二
二
年
七
月

（
共
著
）

「
経
済
力
と
教
育
の
機
会
均
等
」『
外
か
ら
見
た
日
本
法
』
東
京
大

学
出
版
会
、
平
成
七
年
八
月

『
エ
ス
テ
イ
ト
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ：

遺
産
承
継
の
法
理
と
実
務
』
木

鐸
社
、
平
成
八
年
一
〇
月

「
二
四

宗
教
的
言
論
と
公
立
学
校
施
設
の
使
用
許
可：

Lam
b’s

Chapel
v.Center

M
oriches

U
nion

Free
School

D
istrict,

５０８
U
.S.３８４

（１９９３

）」『
ア
メ
リ
カ
憲
法
判
例
』
有
斐
閣
、
平
成

一
〇
年
七
月

「
世
論
と
裁
判
所
を
つ
な
ぐ
も
の
―
米
国
に
お
け
る
ア
ミ
カ
ス
・

キ
ュ
リ
ィ
と
ロ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
」『
比
較
法
学
の
課
題
と
展
望
』
大

木
雅
夫
先
生
古
稀
記
念
、
信
山
社
、
平
成
一
四
年
四
月

「
司
法
改
革
の
公
共
哲
学
」『
二
一
世
紀
公
共
哲
学
の
地
平
（
シ

リ
ー
ズ
公
共
哲
学
第
一
〇
巻
）』
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
一
四
年

七
月

「
六
六

涜
神
的
表
現：

キ
リ
ス
ト
教
の
神
を
冒
涜
す
る
ビ
デ
オ
作

品
へ
の
販
売
等
規
制
措
置
―
―
ウ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ヴ
判
決
」『
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
の
判
例
』
信
山
社
、
平
成
二
〇
年
九
月

「
大
学
と
法
学
」『
大
学
の
智
と
共
育：

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
の
未
来

を
探
る
』
教
友
社
、
平
成
二
三
年
四
月

「
二
九

信
教
の
自
由：

Em
ploym

ent
D
ivision

v.Sm
ith,４９４

U
.S.８７２

（１９９０

）」『
ア
メ
リ
カ
法
判
例
百
選
』
有
斐
閣
、
平
成
二

四
年
一
二
月

「
法
と
現
実
、
法
の
現
実
」『
女
と
男
の
ド
ラ
マ
―
現
代
に
お
け
る

愛
の
源
泉
』
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
平
成
二
五
年
三
月

“
Religion

and
the
Secular

State
in
Japan”

in:Religion
and

the
Secular

State:N
ationalReports,Servicio

de
Publica-

ciones
Facultad

de
D
erecho

U
N
IV
ERSID

A
D
CO
M
-

PLU
T
EN
SE
D
E
M
A
D
RID

（Spain

）、
平
成
二
七
年
七
月
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Ⅱ

論
文

「
教
会
内
紛
と
司
法
介
入
―
―
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
宗
教
と

国
家
と
の
関
係
の
一
断
面
―
―
（
一
）
〜
（
三
）」「
法
学
協
会
雑

誌
」
一
一
二
巻
八
号
、
一
一
七
巻
一
一
号
、
一
一
八
巻
八
号
、
東
京

大
学
、
平
成
七
年
八
月
、
平
成
一
二
年
一
一
月
、
平
成
一
三
年
八
月

「
教
会
内
紛
へ
の
司
法
介
入
」、「
ア
メ
リ
カ
法
」
一
九
九
五
年
二
号
、

日
米
法
学
会
、
平
成
八
年
三
月

「
大
統
領
と
弾
劾
―
―
米
国
に
お
け
る
法
と
政
治
と
の
交
錯
―
―
」

「
千
葉
大
学
法
学
論
集
」
第
一
四
巻
第
三
号
、
千
葉
大
学
法
学
会
、

平
成
一
二
年
一
月

「
比
較
を
通
し
て
見
え
て
く
る
も
の
―
―
法
科
大
学
院
と
外
国
法
研

究
―
―
」「
千
葉
大
学
法
学
論
集
」
第
二
二
巻
第
四
号
、
千
葉
大
学

法
学
会
、
平
成
二
〇
年
三
月

Ⅲ

判
例
評
釈
等

“
D
.M
.
O
’Brien

w
ith

Y
.
O
hkoshi,

T
O
D
REA

M
O
F

D
REA

M
S:
RELIGIO

U
S
FREED

O
M
A
N
D
CO
N
-ST
IT
U
-

T
IO
N
A
L
PO
LIT
ICS
IN
PO
ST
W
A
R
JA
PA
N
”

（
英
文
書
評
）,

Social
Science

Japan
Journal

２
巻
２
号
、
東
京
大
学
社
会
科

学
研
究
所
、
平
成
一
一
年
四
月

「
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
と
政
教
分
離：

Zelm
an
v.
Sim
m
ons-H

arris,

１２２
S.Ct.２４６０

（２００２

）
公
教
育
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
学
区
に

お
い
て
宗
教
系
私
学
を
含
む
学
校
選
択
の
機
会
を
低
所
得
層
に
も
与

え
る
為
に
、
オ
ハ
イ
オ
州
が
策
定
し
た
授
業
料
補
助
制
度
（
バ
ウ

チ
ャ
ー
制
）
は
、
第
一
修
正
の
国
教
条
項
（Establishm

ent
Clause

）
に
違
反
し
な
い
」、「
ア
メ
リ
カ
法
」
二
〇
〇
三
年
二
号
、

日
米
法
学
会
、
平
成
一
六
年
一
月

「
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
特
定
の
種
類
の
神
学
の

専
攻
者
に
は
奨
学
金
を
給
付
し
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
を
合
憲
と
す

る
判
例
（
二
〇
〇
四
年
二
月
二
五
日
）：

Locke
v.D

avey,U
.S.,

１２４
S.Ct.１３０７

（２００４

）」、「
ジ
ュ
リ
ス
ト
」
一
二
八
三
号
、
有
斐

閣
、
平
成
一
七
年
二
月

Ⅳ

講
演
会
（
企
画
・
開
催
）

志
知
俊
秀
氏
（
弁
護
士
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
毛
利
法
律
事
務
所
・
米

国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
）（
平
成
八
年
）、
児
玉
安
司
氏
（
医
師

・
弁
護
士
・
三
宅
坂
総
合
法
律
事
務
所
・
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁

護
士
）（
平
成
一
一
年
）、
小
町
谷
育
子
氏
（
弁
護
士
・
原
後
綜
合
法

律
事
務
所
）（
平
成
一
三
年
）、
乗
越
秀
夫
氏
（
英
国
弁
護
士
（
ソ
リ

シ
タ
）・Linklaters

、
元
外
務
省
職
員
と
し
て
総
理
官
邸
勤
務
）

（
平
成
一
七
年
）、
畑
野
隆
二
氏
（
検
事
・
法
務
省
刑
事
局
総
務
課

裁
判
員
制
度
啓
発
推
進
室
企
画
官
）（
平
成
一
七
年
）、
高
橋
真
一
氏

（
弁
護
士
・
西
村
と
き
わ
法
律
事
務
所
・
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁

護
士
）（
平
成
一
八
年
）、
白
井
勝
己
氏
（
弁
護
士
・
Ｔ
Ｍ
Ｉ
総
合
法
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律
事
務
所
・
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
）（
平
成
二
〇
年
）、
吉

井
浩
一
氏
（
弁
護
士
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
毛
利
・
友
常
法
律
事
務
所

・
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
）（
平
成
二
〇
年
）、
白
石
史
子
氏

（
内
閣
官
房
司
法
制
度
改
革
推
進
室
長
・
裁
判
官
）（
平
成
二
一
年
）、

堀
史
彦
氏
（
弁
護
士
・
モ
リ
ソ
ン
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
法
律
事
務
所
・

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
）（
平
成
二
二
・
二
二
・
二
五
・
二

八
年
）、
島
田
知
子
氏
（
弁
護
士
・
曽
我
・
瓜
生
・
糸
賀
法
律
事
務

所
）（
平
成
二
三
年
）、
高
橋
真
一
氏
（
弁
護
士
・
西
村
と
き
わ
法
律

事
務
所
・
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
）（
平
成
二
四
年
）、
酒
井

直
樹
氏
（
判
事
補
・
千
葉
地
方
・
家
庭
裁
判
所
）（
平
成
二
四
年
）、

中
山
俊
樹
氏
（
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
執
行
役
員
）（
平
成
二
五

年
）、
永
口
学
氏
（
弁
護
士
・
岩
田
合
同
法
律
事
務
所
）（
平
成
二
五

年
）、
大
村
恵
実
氏
（
弁
護
士
・
ア
テ
ナ
法
律
事
務
所
・
米
国

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
）（
平
成
二
六
年
）、
噌
西
肇
氏
（
住
友
化

学
工
業
株
式
会
社
総
務
法
務
室
担
当
部
長
）（
平
成
二
六
年
）、
池
田

毅
氏
（
弁
護
士
・
森
・
濵
田
松
本
法
律
事
務
所
・
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
及
び
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
弁
護
士
）（
平
成
二
七
年
）、
三
谷
厚

氏
（（
株
）
日
立
ハ
イ
テ
ク
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
取
締
役
人
事
総
務

本
部
長
）（
平
成
二
八
年
）、
藤
本
美
枝
氏
（
弁
護
士
・
Ｔ
Ｍ
Ｉ
総
合

法
律
事
務
所
）（
平
成
二
九
年
）、
藤
原
家
康
氏
（
弁
護
士
・
藤
原
家

康
法
律
事
務
所
）（
平
成
三
〇
年
）、
小
川
秀
樹
氏
（
千
葉
地
方
裁
判

所
所
長
）（
平
成
三
〇
年
）、
小
林
咲
花
氏
（
弁
護
士
・
西
村
あ
さ
ひ

法
律
事
務
所
・
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
）（
平
成
三
一
年
）
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